令和６年度　第１学年　現代の国語　授業プリント（ワークシート４）  　話し合い (はなしあい)への貢献度 (こうけんど)を評価 (ひょうか)しよう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年　　　　　　番氏名　
「話し合い (はなしあい)の評価 (ひょうか)を通して (とおして)、話し方 (はなしかた)のスキル (すきる)を学び (まなび)、自分 (じぶん)自身 (じしん)のスキルアップにつなげよう！」
「意見 (いけん)や理由 (りゆう)を分類 (ぶんるい)したり整理 (せいり)したりする発言 (はつげん)」や「質問 (しつもん)したり確認 (かくにん)したりなどグループ (ぐるーぷ)全体 (ぜんたい)の納 (なっ)得度 (とくど)を高める (たかめる)ための発言 (はつげん)」などを聞き取る (ききとる)ことを通して (とおして)、自分 (じぶん)自身 (じしん)の話し方 (はなしかた)のスキル (すきる)にも生かそう (いかそう)！
注意点 (ちゅういてん)　「グループ (ぐるーぷ)全体 (ぜんたい)の話し合い (はなしあい)がうまくいっているかどうかの視点 (してん)から評価 (ひょうか)すること」「合意 (ごうい)形成 (けいせい)に至る (いたる)までのプロセス (ぷろせす)に注目 (ちゅうもく)して評価 (ひょうか)すること」
話し合いのテーマ　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	
	










話し合い時のルーブリック
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